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■　収益の状況

業績ハイライト
　当金庫は、 お客さま第一を基本に、 会員 ・ お取引先に対する金融サービスの充実を図り、 強固な経営基盤の構築に努

めるとともに、 運用 ・ 調達構造の改善や経営全般にわたる合理化 ・ 効率化に取り組んでまいりました。

　令和４年度仮決算は、 資金繰り支援、 事業継続支援に積極的に取り組んだことにより、 金融機関の基本的な業務の成

果を示す業務純益は 6 億円、 当期純利益は６億円の計上となりました。

　また、 自己資本比率は 17.24％となっており、 自己資本比率規制における国内基準の 4％を大きく上回っています。

■　預貸金の状況

■　自己資本の状況

当期純利益 億円

令和４年９月末

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益 （投資信託解約損益を除く）

〈用語解説〉
　　業務純益　＝　業務収益　ー　業務費用　ー　金銭の信託運用見合費用
　　実質業務純益　＝　業務純益　＋　一般貸倒引当金繰入額
　　コア業務純益　＝　実質業務純益　ー　国債等債券売却等損益

当期純利益経常利益業務純益

令和４年９月令和３年９月

743
百万円

969
百万円

602
百万円

（単位 ： 百万円）

預金積金残高 億円 貸出金残高 億円

自己資本比率 ％ 普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

コア資本に係る基礎項目の額 （Ａ）

コア資本に係る調整項目の額 （Ｂ）

自己資本の額 （Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

リスク ・ アセット等の額の合計額 （Ｄ）

自己資本比率 （Ｃ） ／ (D)

令和４年３月末 令和４年９月末

1. 自己資本の構成に関する事項 （単体） （単位 ： 百万円、 ％）

2. 自己資本の充実度に関する事項

信用リスク ・ アセットに対する所要自己資本の額

オペレーショナル ・ リスク相当額の合計額を 8％で除して得た額

単体総所得自己資本額

令和４年３月末 令和４年９月末

（注） 自己資本比率の算出方法を定めた 「信用金庫法第８９条第１項において準用する銀行法第１４

条の２の規定に基づき、 信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充

実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準 （平成１８年金融庁告示第２１号）」 に基づき

算出しております。 なお、 当金庫は国内基準を採用しております。

620
百万円

796
百万円

625
百万円

620

967

579

8,483 3,818

令和 4 年 9 月末令和 4 年 3 月末令和 3 年 9 月末

令和 4 年 9 月末令和 4 年 3 月末令和 3 年９月末 令和 4 年 9 月末令和 4 年 3 月末令和 3 年 9 月末

8,388
億　円

6

8,365
億　円

8,483
億　円 3,854

億　円

3,853
億　円 3,818

億　円

544
億　円 540

億　円

545
億　円

17.24
17.75％

17.48％
17.24％

53,973

606

54580

481

54,098

309,418

17.48

54,555

500

55,055

535

54,520

316,182

17.24

11,786

589

12,376

12,057

589

12,647

自己資本額　　　　　　　　　自己資本比率

（単位 ： 百万円）



■　不良債権の状況

不良債権比率

令和４年度　ＳＤＧｓの取組み

令和４年３月 令和４年９月項　目

①破産更生債権及びこれらに

   準ずる債権

②危険債権

③要管理債権

④正常債権

⑤合計

（単位 ： 百万円）
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令和４年４月

おやさいクレヨン絵画展

令和４年９月

鯖江市地域活性化プラン

コンテスト後援

令和４年９月

金融教育 （東安居小学校）

令和４年 10 月

特殊詐欺被害防止啓発活動

％5.87

10,939

1,694

365,800

386,599

8,165

12,203

2,078

360,530

383,044

8,232

富国生命保険相互会社から寄贈された 「おやさいクレヨン」 を社
会福祉協議会を通じて、 放課後等デイサービス事業所に配布いた
しました。 このクレヨンを使って描いた絵画展を開催しました。

鯖江市で行われた地域活性化事業に後援しました。 今後も関係自
治体や各種団体等が取り組む地域活性化事業に関与することで、
「地域の皆さまの豊かな暮らしの実現」 に貢献してまいります。

東安居小学校児童の体験学習において、 金融教育等を実施しまし
た。 お金の大切さや金融機関の役割等について、 児童は真剣な
面持ちで説明に聞き入っていました。

特殊詐欺の被害撲滅に向けて、 啓発活動を鯖江警察署主導で実
施いたしました。 今後ともお客さまの大切な財産を金融犯罪から
守るため、 詐欺被害の未然防止に努めてまいります。

信用金庫法及び金融再生法による開示債権

保全率 ％81.81

不良債権額 （①+②+③）
22,514 百万円

開示債権合計額 （⑤）
383,044 百万円

＝ 　5.87  ％
自己資本額 54,520担保・保証等

12,021
貸倒引当金 6,398

保全額 18,419

不良債権
22,514

8,232 12,203 2,078

正常債権
94.12％

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

2.14％

危険債権
3.18％

要管理債権
0.54％

（単位：百万円）



トピックス

お客さまの声ポスト
ご意見をお聞かせください

https://www.shinkin.co.jp/fukushin/about/voice_post.shtml

　当金庫ホームページに設置している 「お客さまの声

ポスト」 では、 皆さまからのご意見 ・ ご要望をお待

ちしております。 いただいたご意見は、 当金庫のサー

ビス向上に役立ててまいります。

ＳＤＧｓ診断サービス取扱開始

織田支店新築移転

【企業にアンケート】 【診断レポート】 【SDGs宣言書】 【ご提案書作成】

〒910-8650　

福 井 市 田 原 ２ 丁 目 ３ 番 １ 号 　

℡　（0776） 22-5400 （代）
福井信金

　令和４年７月１９日に 「織田支店」 を新築移転いたしました。

　新店舗は、 全面バリアフリー対応であるほか、 広くゆったりとした待合ロビーやプライバシーを考慮した相談ブー

スなど、 お客さまが安心かつ快適にご利用いただける設計となっております。 また、ＬＥＤ照明やＬｏｗ－Ｅ複層ガ

ラス （エコガラス）、 自動水栓の採用など、 環境にも配慮した店舗になっております。

　当金庫は、東京海上日動火災保険株式会社と連携し、様々なＳＤＧｓ推進活動に取り組んでおり、その一環として、

令和 4 年 5 月 19 日よりＳＤＧｓ診断サービスを開始しました。

　これは、 事業者さまのＳＤＧｓ達成に向けた取組みを診断し、ＳＤＧｓに対する強み弱みを明確にしたうえで、 その

弱みを解決するための提案や支援を行うサービスです。

　これにより、 事業者さまのＳＤＧｓ達成に向けた意識醸成や取組みのお手伝いをしております。


